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　冒頭に理事長という大役を仰せつかり、現役メ

ンバー皆様の御支えがあって一年間無事終える事

が出来たと思っております。この場をお借りして

御礼申し上げます。誠に有難うございました。来

年度も本年同様、予定者を支えて頂きますよう心

よりお願い申し上げます。

　卒業生として現役メンバーに伝えたい事という

お題を頂きまして、自分から言える事は、私が入

会した当時の青年会議所と今の青年会議所は大き

く様変わりしたと思います。当時は本当に厳しい

環境で、良く怒られましたし、不条理さえも感じ

る事がありましたが、自分にとってはその経験が

恩田　豊寛

～後進に託す想い～

学びでもあり今現在でも活かされていると思います。しかし、同じ経験をさせる事が今のメンバーにとって

良いのか、悪いのか、同じ思いをさせた方が良かったのか、させない方が良いのか、ずっと自問自答してき

ました。私は厳しい部分は押し殺し、どちらかと言えば楽しい部分を大切にしてきたつもりです。そしてそ

れが良かったのか、悪かったのかは正直分かりませんが、一つだけ言える事は、昔より遥かに自由度が高い

ということは間違いありません。だからこそ、皆様に伝えたい事は一つの事業において、過去はこうだから

とか、誰かが言うから止めるとか、そんな無駄な事に労力を割かず、自分のやりたい事を一生懸命に考えそ

の想いを実現する事にパワーを使って頂きたいと本当に願っています。そうすれば、昔の魅力とは違った魅

力を持った青年会議所に生まれ変われると信じています。現役のメンバーには是非、良き多治見青年会議所

を繋いで頂きます事をお願い申し上げ卒業させて頂きます。８年間本当にお世話になりました。有難うござ

いました！
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　　　　　　　　　　JCI クリード

The Creed of Junior Chamber International
We Believe;
That faith in God gives meaning and purpose to human life;
That the brotherhood of man transcends the sovereignty of nations;
That economic justice can best be won by free men through free enterprise;
That government should be of laws rather than of men;
That earth’ s great treasure lies in human personality;
and That service to humanity is the best work of life.

　　　　　　　JC 宣言
日本の青年会議所は
混沌という未知の可能性を切り拓き
個人の自立性と社会の公共性が
生き生きと協和する確かな時代を築くために
率先して行動することを宣言する
　　　　　　　　綱領
われわれ JAYCEE は
社会的・国家的・国際的な責任を自覚し
志を同じうする者、相集い、力を合わせ
青年としての英知と勇気と情熱をもって
明るい豊かな社会を築き上げよう。

　１３年間在籍をさせて頂き、あっという間だった気もしますが、やっぱり長かった

ＪＣ生活でした。私は入会当初、何も知らない若僧にもやってくれて当たり前ではな

く、常に感謝の気持ちを表してくださる先輩方にとても感銘を受けました。そこから

自分もそういった心のこもった感謝を表現できる人間になりたいという想いでずっと

やってきたと思います。

　しかし、そうは言いながら自分の行動で多くの皆様にご迷惑をお掛けしたことも数

多くありましたし、感謝を伝えきれていないと思えることもたくさんありました。そ

れでも周りの皆さんに助けられ、支えられここまで来られました。これから委員長を

受けられる皆様、役を受けられる皆様、大役を務めればそれだけ自分自身への負担も

大きくなり、自分のことだけを考えてしまいがちになってしまいますが、来てくれて

当たり前、やってくれて当たり前ではなく、常に感謝の気持ちを忘れない、その気持

ちを伝えられるメンバーになれるように頑張って下さい。

　一生の内、たった数年のＪＣです。メンバーも減ってしんどいと感じることもある

かと思いますが、せっかく入ったのであれば楽しんでやらないと損です。「ちょっと

だけ無理をして」頑張って下さい。陰ながら応援しています。

　最後になりましたが、本当に長い間お世話になりました。ありがとうございました。

　卒業を迎えるにあたり、改めてメンバーの皆様に心から感謝申し上げます。大した

活動はできませんでしたが、それでもメンバーの方々と共に活動し、語り合い、過ご

した思い出が今、走馬灯の様に頭を駆け巡っています。自分自身に言い訳をしたり、

皆さんにご迷惑をおかけしたことを外部的要因と勝手に位置づけたり、そんないい加

減な男でしたが、それでもそんな私に叱咤激励し、常に暖かく迎えてくださったメン

バーや先輩諸兄の顔を忘れることができません。

　これから先、ＪＣ活動に際し気が重い時もあるでしょう、仕事が気になり集中できな

い時もあるでしょう。しかしＪＣには、係った人にしか与えられないご褒美が必ずあ

ります。受け止め方は人それぞれ、新たな出会いであったり気付きであったり、時に

言葉に言い表せない感動であったり。私はＪＣでの様々な活動を通じ、沢山の方々の

様々な想いに触れることが出来ました。多治見青年会議所のメンバーであったことを

幸せに、そして誇りに思います。

　皆さんにとって実り多きＪＣ生活であることを心から祈念しております。

安藤　基臣

加藤　圭太
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